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熊
本
県
湯
島

◆
自
然
が
豊
か
で
多
く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
湯
島

　

湯
島
（
上
天
草
市
大
矢
野
町
）
は
、
有
明
海
中
央
部
に
位
置
し
、
標

高
約
一
〇
四
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
で
あ
り
、

温
暖
な
気
候
を
活
か
し
、
農
水
産
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
お
り
、
ま

た
、
南
蛮
文
化
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
な
ど
、
多
く
の
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

　

人
口
は
、
平
成
二
五
年
三
月
末
現
在
で
三
九
八
人
で
あ
り
、
高
齢

化
率
は
五
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
。

　

湯
島
で
は
、
雇
用
の
場
が
少
な
い
こ
と
か
ら
若
年
層
の
人
口
流
出

に
よ
る
高
齢
化
の
進
行
、
農
水
産
業
に
お
け
る
担
い
手
・
後
継
者
不

足
、
災
害
発
生
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
、
同
島
の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
着
眼
し
、
関
連
産
業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用

機
会
の
創
出
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
孤
立
防
止
の
た
め
の
エ
ネ

自
然
豊
か
な
島
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
を
策
定

ル
ギ
ー
確
保
な
ど
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
と

　
災
害
発
生
時
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
把
握

　

当
市
で
は
、
平
成
二
四
年
一
一
月
に
「
上
天
草
市
次
世
代
エ
コ
生

活
推
進
検
討
会
議
」（
以
下
「
本
検
討
会
議
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
た
。

本
検
討
会
議
で
は
、
環
境
施
策
な
ど
の
効
果
検
証
が
相
対
的
に
容
易

に
な
る
こ
と
や
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
た
め
地
域
住
民
の

意
向
を
取
り
ま
と
め
る
上
で
の
有
利
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
離
島
の

地
理
的
な
優
位
性
を
考
慮
し
、
湯
島
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
り
込
み
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
取
り
組
み
の
推
進
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
活
用
す
る
次
世
代
の
エ
コ
ラ
イ
フ
に
関
す
る
実
践
的
な
取
り
組
み
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な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
検
討
会
議
で
は
、
湯
島
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に

あ
た
り
、
島
が
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
調
査
事
業

は
、
国
土
交
通
省
所
管
の
離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
し
た
。

　

当
市
が
実
施
し
た
「
湯
島
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
に
よ

る
地
域
振
興
モ
デ
ル
事
業
」
は
、
湯
島
の
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
複
合
型
発
電
と
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

安
定
し
た
電
力
の
供
給
、
関
連
産
業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創

出
を
含
め
た
産
業
振
興
を
図
る
な
ど
、
島
の
特
性
を
活
か
し
た
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
自
足
に
よ

る
地
域
振
興
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
湯
島
に
お
い
て
、
災
害
発
生
時
に
必
要
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
把
握
す
る
た
め
、
既
存
資
料
調
査
及
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
、

気
象
条
件
、
地
理
的
概
況
、
社
会
経
済
状
況
、
廃
棄
物
発
生
状
況
な

ど
の
地
域
特
性
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
中
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

小
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
潮
流
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
賦
存
量
・
利
用
可

能
量
の
推
計
を
行
っ
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
発
電
設
備
の

設
置
可
能
量
を
調
査
し
た
。

　

本
検
討
会
議
で
は
、

こ
れ
ら
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
の
課
題
を
抽
出
し
、

そ
の
課
題
解
決
の
た

め
の
取
り
組
み
の
基

本
方
針
を
設
定
し
た

上
で
、
こ
の
基
本
方

針
に
基
づ
く
六
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
掲
げ
た
「
湯
島
地

区
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
計
画
」（
以

下
「
本
導
入
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
た
。

◆
災
害
時
の
電
力
供
給
と
生
活
・
経
済
活
動
の
活
性
化
を

　

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
湯
島
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
お
よ
び
災

害
発
生
時
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
把
握
で
き
た
。
本
導
入
計
画

に
基
づ
き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
で
、
湯
島

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
平
成
二
四
年
度
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

同
三
〇
年
度
は
一
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
三
五
年
度
は
二
三
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
に
向
上
し
、
災
害
発
生
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
が
可
能
と 有明海にある台地状の島。上空からみる湯島の全景。
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風力発電
50kW

太陽光発電
50kW

潮流発電
（実証試験）

（湯島診療所）
（湯島出張所）
（湯島公民館）

太陽光発電 50kW
蓄電池 50kW
（湯島小中学校）

太陽光発電 50kW
太陽熱システム 80件
地中熱システム 1件

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
本
年
度
、
日
本
環
境
協
会
の
「
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
本
導
入
計
画

を
踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
規
模
、
設
備
仕
様
、
設

置
箇
所
、
手
法
な
ど
を
記
載
し
た
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

こ
の
実
施
計
画
に
も
と
づ
き
、
順
次
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
し
て
い
く
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
安
定
し
た
電
力
の

供
給
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
関
連
産
業
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
機

会
の
創
出
を
含
め
た
産
業
振
興
な
ど
住
民
の
生
活
や
経
済
活
動
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
と
し
、
上
天
草
市
内
全
域
に
も
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
し
、
ひ
い
て
は
、
市
内
全
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

◆
お
わ
り
に

　

当
市
で
は
、
熊
本
県
離
島
振
興
計
画
に
お
い
て
、
太
陽
光
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
努
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
特
に
、
災
害
発
生
時
の
孤
立
防
止
の
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
た
め
、
国

土
交
通
省
所
管
の
離
島
活
性
化
交
付
金
「
安
全
安
心
向
上
事
業
」
を

活
用
し
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
期
間
が
約
五
ヶ
月
の
短
期

間
で
あ
っ
た
た
め
、
自
然
環
境
に
関
す
る
年
間
を
通
し
た
デ
ー
タ
を

収
集
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
事
業
実
施
中
に
発
生
し
た
問
題
に
対

し
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
協
議
・
調
整
に
課
題
を
残
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
、
単
年
ま
た
は
複
数
年
が
選
択
可
能
な
制
度
設
計
と
な
る
こ
と
を

望
む
。�

■

湯島地区再生可能エネルギー導入イメージ


